
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ゴ
ミ
分
別 

ゴ
ミ
箱
増
え 

片
付
か
ず
）
（
体
重
も 

か
せ
ぎ
も
地
位
も 

妻
が
上) 

（
パ
パ
お
願
い
・
運
転
・
場
所
取
り
・
カ
メ
ラ
・
ゴ
ミ
）
（｢

脳
ト
レ
本｣ 

買
い
た
い
タ
イ
ト
ル 

す
ぐ
忘
れ
） 

 

民
間
部
門
連
絡
会
は
、

羽
賀
副
議
長
を
座
長
に
進

行
。
連
合
新
潟
江
花
会
長

も
加
わ
り
、
事
前
調
査
表

を
資
料
に
情
報
交
換
。
各

産
別
代
表
組
合
か
ら
は
、

組
織
を
取
り
巻
く
厳
し
い

環
境
と

10
春
闘
要
求
を

中
心
に
、
組
織
状
況
や
組

織
運
営
の
工
夫
面
な
ど
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
官
公
部
門
連
絡

会
に
は
、
小
林
副
事
務
局

長
が
参
加
。
横
澤
副
議
長

(1)第670号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協    毎月3回(1日･11日･21日発行)2010年3月1日 

 

連
合
中
越
民
間
部
門
連

絡
会
と
官
公
部
門
連
絡
会

は
、

18

時

30

分

に
開

会
。
会
議
に
は
、

16

産

別

36
組
合

65
名(

民
間

部
門
12
産
別
26
組
合
47

名
、
官
公
部
門
４
産
別

10

組

合

18

名)

が

参

加
。
こ
こ
に
、
連
合
新
潟

江
花
会
長
、
小
林
副
事
務

局
長
が
出
席
。
さ
ら
に
各

支
部
役
員

10
名
と
事
務

局
４
名
が
加
わ
り
総
勢

81
名
と
な
っ
た
。 

 

る
こ
と
と
し
て
文
案
の
検

討
を
行
っ
た
。
こ
の
要
請

書
は
執
行
委
員
会
で
確
認

し
、
３
月

12

日
に
県
知

事
に
対
し
て
直
接
要
請
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

「
研
修
会
」
に
つ
い

て

は
、
４
月
下
旬
に
「
２
０

１
０
年
度
県
財
政
と
事
業

内
容
」
に
つ
い
て
、
県
の

担
当
者
を
講
師
に
行
う
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

連
合
新
潟
は
第
４
回
執

行
委
員
会
を
２
月

25
日

(

木)

に
開
催
し
、

10
春

季
生
活
闘
争
に
向
け
た
直

面
す
る
課
題
な
ど
に
つ
い

て
協
議
決
定
が
な
さ
れ

た
。
経
営
者
団
体
、
労
働

局
、
県
へ
の
要
請
を
は
じ

め
、
県
中
央
総
決
起
集
会

や
各
地
協
総
決
起
集
会
の

確
認
が
な
さ
れ
た
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

連
合
新
潟
第
３
回
公
契

約
推
進
委
員
会
が
、
２
月

22
日(

月)

13
時
30
分
か

ら
自
治
労
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。
開
催
に
あ
た
り
斉

藤
委
員
長
（
連
合
新
潟
事

務
局
長)

は
、｢

連
合
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
す
べ
て
の

働
く
も
の
の
連
帯
で
希
望

と
安
心
の
社
会
を
築
こ
う

だ
が
、
公
契
約
は
、
受
け

る
側
の
働
き
方
を
決
め
る

非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
こ
の
取
り
組
み
を
通

じ
、
き
ち
っ
と
し
た
公
契

約
の
あ
り
方
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い｣

等
と
挨
拶
。 

 

活
動
報
告
が
確
認
さ
れ

た
後
の
協
議
事
項
で
は
、

春
季
生
活
闘
争
時
に
お
け

る
自
治
体
へ
の
公
契
約
要

請
行
動
と
連
合
推
薦
自
治

体
首
長
と
の
意
見
交
換
等

に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ

た
。
業
務
数
量
を
減
ら

し
、
金
額
を
下
げ
て
受
託

し
、
実
際
は
従
前
の
業
務

数
量
で
仕
事
を
せ
ざ
る
得

な
か
っ
た
等
の
事
例
も
確

認
。
ま
た
、
委
託
先
労
働

者
の
賃
金
チ
ェ
ッ
ク
の
難

し
さ
等
の
課
題
認
識
が
だ

さ
れ
た
。 

 

19
日
に
は
、
自
治
研

セ
ン
タ
ー
主
催
の｢

公
契

約
学
習
会｣

で
千
葉
県
野

田
市
長
か
ら
公
契
約
条
例

の
講
演
を
受
け
た
。
公
契

約
に
関
す
る
要
請
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
連
合
中
越

と
し
て
は
、
、
当
該
労

組
・
支
部
と
連
携
し
対
応

し
た
い
。 

 

井
事
務
局
次
長
か
ら
な
さ

れ
全
体
化
。 

 

労
組
役
員
と
し
て
抱
え

る
課
題
や
組
織
課
題
、
取

り
組
み
方
針
な
ど
様
々
な

情
報
交
換
を
活
発
に
展

開
。
春
闘
に
向
け
闘
う
決

意
を
固
め
合
っ
た
。 

る
要
請
書
」
「
県
政
策
研

修
会
」
「
県
政
課
題
の
抽

出
と
調
査
検
証
」
等
に
つ

い
て
協
議
し
た
。
「
春
闘

要
請
書
」
に
つ
い
て
は
①

県
内
中
小
零
細
企
業
へ
の

支
援
な
ど
に
よ
り
賃
金
水

準
が
低
下
し
な
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
こ
と
。
②

雇
用
創
出
の
取
り
組
み
。

③
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
。
④

ワ

ー

ク
・
ラ

イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
。

⑤
「
公
契
約
」
に
関
す
る

要
請
。
の
５
点
を
要
請
す

経
済
の
展
望
を
開
く
責
任

を
感
じ
て
い
な
い
。
国
民

の
暮
ら
し
を
支
え
、
雇
用

を
確
か
な
も
の
に
し
て
い

く
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を 

出
す
べ
き
だ｣

と
挨
拶
。 

 
 

次
に
、
各
部
門
連
絡
会 

報
告
が
小
川
副
議
長
と
今 

 

連
合
新
潟
は
第
２
回
政

策
委
員
会
を
２
月

23
日

(

火)

に
開
催
し
た
。
委
員

会
で
は
、
新
潟
県
に
対
す

る
春
季
生
活
闘
争
に
関
す 

の
進
行
で
組
織
の
実
態
や

非
正
規
職
員
の
組
織
化
、

若
年
層
の
課
題
等
が
活
発

に
情
報
交
換
さ
れ
た
。 

 

部
門
連
絡
会
は

50
分

で
終
了
。
短
時
間
で
論
議

不
足
と
い
う
面
も
否
め
な

い
が
、
次
の
合
同
交
流
懇

親
会
で
意
見
交
換
を
続
け

て
い
く
こ
と
と
し
た
。 

 

合
同
交
流
懇
親
会
は
会

場
を
移
し
実
施
。
主
催
者

矢
島
議
長
は｢

厳
し
さ
を

元
気
に
変
え
よ
う
。
組
合

員
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
労
働
運
労
だ｣

と
挨

拶
。
連
合
新
潟
江
花
会
長

か
ら
は｢

経
団
連
の
経
労

委
報
告
は
残
念
だ
。
日
本
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連
合
中
越
を
構
成
す
る
民
間
労
組
と
官
公
労
組

は
、
２
月

26
日(

金)

に
そ
れ
ぞ
れ
部
門
連
絡
会
を

開
催
し
た
。
部
門
連
絡
会
に
は
、
連
合
新
潟
江
花
会

長
と
小
林
副
事
務
局
長
が
参
加
し
て
意
見
交
換
が
持

た
れ
、
会
議
後
の
合
同
交
流
懇
親
も
活
発
な
情
報
交

換
の
場
と
な
っ
た
。 

連
合
新
潟
第
２
回
政
策
委
員
会 

県
知
事
要
請
事
項
な
ど
を
協
議 

連
合
新
潟 

第
４
回
執
行
委
員
会 

民間部門連絡会・官公部門連絡会 
  江花会長を交え、春闘を中心に組織活動等を情報交換 

        連絡会後は合同交流懇親会で活発な意見交換 

 

先
日
、
長
岡
市
立
養
護
学
校

の
父
親
の
会
「
け
や
き
の
会
」

主
催
の
映
画
会
で
「
ぼ
く
は
う

み
が
み
た
く
な
り
ま
し
た
」
と

い
う
映
画
を
見
た
▼
ス
ト
ー

リ
ー
は
単
純
で
恋
人
を
亡
く
し

た
女
性
が
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
自

閉
症
の
青
年
と
海
へ
ド
ラ
イ
ブ

に
行
く
と
い
う
も
の
。
で
も
、

障
が
い
者
が
こ
ん
な
に
頑
張
り

ま
し
た
み
た
い
な
、
お
涙
頂
戴

の
薄
っ
ぺ
ら
い
ド
ラ
マ
と
違
っ

て
、
ド
ラ
イ
ブ
の
間
の
事
件
？

の
数
々
で
様
々
な
問
題
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
映
画
だ
っ
た
▼

「
職
場
の
い
じ
め
で
自
閉
症
に

な
っ
ち
ゃ
い
そ
う
」
「
自
閉
症

な
ん
て
病
気
な
ん
だ
か
ら
病
院

に
入
っ
て
い
た
方
が
幸
せ
じ
ゃ

な
い
か
」
な
ど
な
ど
無
理
解
が

生
み
出
す
問
題
も
出
さ
れ
て
い

る
▼
連
合
は
「
政
策
・
制
度 

要
求
と
実
現
」
の
政
策
理
念
の

ひ
と
つ
に
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
（
包
摂
）
」
を
掲
げ
て
い

る
。
社
会
的
に
様
々
な
ハ
ン

デ
ィ
（
い
わ
ゆ
る
「
障
が
い
」

と
は
限
ら
な
い
）
の
あ
る
人
々

が
孤
立
し
、
排
除
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
を
社

会
的
に
支
え
合
い
・
包
み
込

み
、
と
も
に
活
き
る
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う

と
難
し
い
が
簡
単
に
言
え
ば
分

け
隔
て
な
く
楽
し
く
し
よ
う
と

言
う
こ
と
か
な
？
▼
と
こ
ろ
で

あ
な
た
は
障
が
い
の
あ
る
友
達

何
人
い
ま
す
か
？ 

≪№4≫ 
   東蔵王２ 

副議長 

横澤 勝之 

連
合
新
潟
第
３
回 

公
契
約
推
進
委
員
会 

民
間
部
門
連
絡
会 

官
公
部
門
連
絡
会 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
明
日
や
る 

毎
日
が
明
日
で 

は
や
十
年
）
（
毎
日
が 

納
税
日
で
す 

愛
煙
家
）
（
紙
の
ム
ダ 

な
く
せ
と
紙
で 

指
示
を
出
す
）
（
妻
香
る 

昔
香
水 

今
シ
ッ
プ) 

す
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

 

講
演
は
労
働
組
合
の
入

門
編
講
座
を
テ
ー
マ
に
、

「
連
合
の
名
称
」
「
春
闘

は
な
ぜ
、
春
な
の
？
」
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
参
加

者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。 

 

ま
た
、
斉
藤
事
務
局
長

の
提
案
で
「
も
し
も
、
あ

な
た
の
職
場
に
労
働
組
合

が
な
か
っ
た
ら
」
に
つ
い

て
、
テ
ー
ブ
ル
内
で
話
し

合
い
を
す
る
場
面
も
見
ら

れ
、
「
会
社
の
言
い
な
り

に
な
っ
て
し
ま
う
。
会
社

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
ず
に
困
る
」
等

の
意
見
が
出
た
。 

 

最
後
に
「
労
働
組
合
は

自
分
自
身
の
も
の
。
誰
か

が
や
っ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。
困
っ
て
い
れ
ば
相
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連
合
中
越
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

は
２
月

24
日(

水)

午
後

６
時

30
分
、
勤
労
会
館

に
て
「
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
学
習

会
」
を
開
催
し
た
。 

 

こ
の
学
習
会
は
「
ユ
ニ

オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
と
題
し
、
連
合
新

潟
の
斉
藤
事
務
局
長
を
講

師
に
招
き
、
労
働
組
合
に

つ
い
て
学
ぶ
た
め
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
が
主
催
。
当
日
は

産
別
を
越
え
、

72
人
の

参
加
が
あ
っ
た
。 

 

ま
ず
、
主
催
者
を
代
表

し
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
前
田
委

員
長
が
挨
拶
、
続
い
て
連

合
中
越
の
矢
島
議
長
が

「
皆
さ
ん
、
そ

れ
ぞ
れ

色
々
な
立
場
が
あ
る
と
思

う
け
れ
ど
、
な
か
な
か
専

門
的
に
労
働
組
合
を
学
ぶ

こ
と
が
無
か
っ
た
と
思
う

の
で
今
日
は
良
い
機
会
で

 

 
 

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
」
と
、
次
世
代
を
担

う
組
合
員
た
ち
へ
言
葉
が

向
け
ら
れ
た
。
学
習
会
終

了
後
に
は
斉
藤
事
務
局
長

の
元
へ
寄
り
、
質
問
す
る

組
合
員
も
数
名
見
ら
れ
、

有
意
義
な
学
習
会
と
な
っ

た
。 
 

今
回
の
学
習
会
感
想
の

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、

次
回
に
つ
な
が
る
意
見
の

回
答
が
あ
っ
た
。 

 

 

連合北魚沼支部だより 

 

連合小千谷支部だより 

 ２月１４日(日)小千谷市民会館 大ホールにて連合小

千谷支部が推薦しております長谷川きよ県議会議員に

よる「春よ来い、恋、新春の集い」と題した県政報告

会が開催されました。 

 当日は来賓も含め総勢600名以上と多くの参加者があ

り、ホール最上段には立ち見の方も出る状態でした。 

 最初に麻田後援会長より挨拶があり、続いて谷井小

千谷市長を始め西村智奈美衆議院議員など多くの方か

ら祝辞を頂きました。その後 長谷川きよ県議から県

政報告していただき、第一部は終了致しました。 

 引き続き場所をJA越後小千谷「グリンパーク」に替

え第２部の「新年会」が開催され、こちらも３００人

以上の参加があり、大変盛り上がると共に来年予定さ

れておる県議会議員選挙に向け長谷川きよ議員の２期

目の当選を皆で誓い合いました。 

 ２月２２日（月）に北魚沼支部長、事務局長、

コーディネーターで9単組を訪問して、１０春闘勝利

の激紙と激励物資を手渡し、各単組の景況や春闘の

取組状況などについて情報と意見交換を行ってきま

した。 

 帰り際、ある単組からは要求書は提出したが、不

景気の波を受け、良い回答は期待できそうにもない

との生の声も聞けて、とにかく大変厳しい闘いとな

るが産別を中心とし団結をきっちり固めて｢春闘を頑

張りましょう！｣と、ともに闘っていくことを確認し

て職場を後にしました。 

○民間労組への激励訪問活動を実施  

 中村バルブ労組へ 

連合新潟 斉藤事務局長を講師に向かえ 

｢労働組合｣知識を次世代へ 
ＳＪネット主催の学習会に72人が参加 

３月５日(金) 長岡地区総決起集会参加者の皆様へ 

 当日は、駐車場の混雑が予想されますので、乗り合い・

公共交通機関のご利用をお願いいたします。 




